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同
窓
会
会
員
の
皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。

　

本
年
度
、
こ
の
伝
統
あ
る
沼
津
城

北
高
等
学
校
に
着
任
い
た
し
ま
し
た

横
溝
千
都
生
と
申
し
ま
す
。
会
員
の

皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
本
校
の
教
育

活
動
に
深
い
御
理
解
と
御
協
力
、
ま

た
多
大
な
御
支
援
を
い
た
だ
き
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
校
は
、
今
年
度
創
立
１
２
３
年

目
を
迎
え
る
伝
統
あ
る
学
校
で
、
昨

年
度
末
ま
で
に
高
等
学
校
と
し
て
の

卒
業
生
は
１
５
、８
０
２
名
と
な
り
ま

し
た
。
台
帳
を
調
べ
る
と
高
等
学
校

に
な
る
以
前
の
農
林
学
校
、
農
学
校
、

併
設
中
学
校
、
研
究
科
の
卒
業
生
ら

が
合
わ
せ
て
２
、６
７
１
名
お
り
、
延

べ
１
８
、４
７
３
名
も
の
卒
業
生
が
こ

の
学
び
舎
か
ら
社
会
へ
と
巣
立
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
時
は
最
大
で

４
０
５
名
と
な
っ
た
募
集
定
員
も
、

今
年
度
の
１
年
生
か
ら
は
80
名
と
な

り
、
全
校
生
徒
２
８
３
名
で
令
和
６

年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
少
子

化
に
よ
る
子
供
の
数
自
体
の
減
少
に

加
え
、
就
学
支
援
制
度
に
よ
り
私
立

高
校
へ
の
進
学
に
対
す
る
ハ
ー
ド
ル

が
下
が
っ
た
こ
と
も
要
因
だ
と
考
え

ら
え
ま
す
。
と
は
い
え
、
本
校
の
歴

史
と
実
績
が
、
地
元
を
支
え
る
大
き

な
力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
少
人
数
な
ら

で
は
の
良
さ
を
生
か
し
た
教
育
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

本
校
の
良
さ
と
し
て
一
番
に
挙
げ

ら
れ
る
の
は
、「
生
徒
が
穏
や
か
で
、

安
心
・
安
全
な
学
校
生
活
が
保
障
さ

れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
少

人
数
で
あ
れ
ば
、
よ
り
一
人
一
人
を

大
切
に
し
た
き
め
細
か
な
指
導
が
可

能
に
な
り
、
良
い
意
味
で
の
変
化
も

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

時
代
は
「
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
（
ブ
ー
カ
）」
と

言
わ
れ
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て

予
測
が
困
難
な
上
、
非
常
に
曖
昧
で

複
雑
な
時
代
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
よ

う
な
知
識
・
理
解
を
身
に
付
け
る
学

習
で
は
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
抜

く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
先
を
見
通

し
て
情
報
を
収
集
し
、
そ
の
情
報
を

選
択
・
再
構
築
し
て
行
動
を
起
こ
し
、

未
知
の
問
題
に
も
対
応
で
き
る
力
を

身
に
付
け
る
学
び
が
必
要
で
す
。

　

皆
様
も
ご
存
じ
の
通
り
、
Ａ
Ｉ
の

台
頭
は
凄
ま
じ
く
、
２
０
３
０
年
ま

で
に
今
あ
る
職
業
の
約
半
分
は
な
く

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の

お
正
月
に
立
て
続
け
に
起
き
た
大
地

震
や
航
空
機
事
故
の
よ
う
な
天
災
、

人
災
も
「
無
」
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
問
題
に
も
対
応
で
き
る

力
を
育
む
授
業
へ
の
転
換
を
、
本
校

が
さ
き
が
け
と
な
っ
て
推
進
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
生
徒
数
・
教
職
員
数

の
減
少
に
よ
っ
て
部
活
動
の
見
直
し

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
御
心
配
を
お

掛
け
す
る
こ
と
も
生
じ
る
か
と
思
い

ま
す
。
本
校
は
敷
地
が
広
く
、
校
舎

は
も
ち
ろ
ん
、
体
育
館
、
武
道
場
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
校
庭
な
ど
も
よ
く
整

備
さ
れ
、
生
徒
は
の
び
の
び
と
学
校

生
活
を
送
り
、
部
活
動
に
も
一
生
懸

命
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
若
者
に
よ
る
詐
欺
や
強

盗
な
ど
の
凶
悪
犯
罪
が
増
え
て
い
ま

す
が
、
愛
鷹
分
校
と
の
共
生
・
共
育

を
実
践
す
る
本
校
の
良
さ
も
生
か
し

な
が
ら
、
夢
や
希
望
を
持
ち
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
豊
か
さ
を
追
求
す
る
心

優
し
い
生
徒
が
育
つ
こ
と
を
願
い
、

教
職
員
一
同
、
一
丸
と
な
っ
て
教
育

活
動
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
お
力

添
え
を
賜
り
た
く
、
今
後
も
御
理
解
、

御
協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

伝
統
あ
る
わ
が
母
校
、沼
農
・
北
部
・

城
北
高
校
を
卒
業
さ
れ
た
同
窓
会
の

皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。
同
窓
会
長
の

長
田
吉
信
で
す
。
日
頃
よ
り
城
北
高

校
に
ご
支
援
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
の
５
月

８
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
が
５
類
感
染
症
に
変

わ
り
、
予
防
を
し
な
が
ら
で
は
あ
り

ま
す
が
、
マ
ス
ク
を
は
ず
し
会
話
や

飲
食
を
す
る
機
会
も
増
え
て
き
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
様
々
な
感
染
症
に

気
を
つ
け
な
が
ら
毎
日
を
楽
し
く
過

ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

国
内
で
は
、
本
年
元
日
の
能
登
半

島
地
震
に
よ
り
多
く
の
被
災
者
と
被

害
が
発
生
し
て
お
り
、
政
治
の
信
頼

を
損
な
う
よ
う
な
不
祥
事
や
庶
民
に

と
っ
て
大
変
な
物
価
高
騰
、
少
子
高

齢
化
が
も
た
ら
す
課
題
が
社
会
基
盤

を
揺
る
が
し
始
め
て
い
ま
す
。
世
界

的
に
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ

と
の
武
力
紛
争
等
々
、
先
の
見
え
な

い
争
い
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
い
ず

れ
の
課
題
に
お
い
て
も
犠
牲
に
な
る

の
は
常
に
弱
い
も
の
で
あ
り
、
女
性

や
子
ど
も
で
す
。
人
類
の
様
々
な
課

題
を
的
確
に
指
摘
し
た
美
術
史
家
で

あ
り
歴
史
学
者
、
批
評
家
で
あ
る
フ

ラ
ン
ス
の
ル
ネ
・
ユ
イ
グ
氏
の
言
葉

を
思
い
出
し
ま
す
。「
退
廃
の
局
面
に

あ
る
」
と
指
摘
し
た
時
代
に
対
し
「
人

間
の
内
面
革
命
の
方
向
に
個
人
及
び

人
類
を
向
か
わ
せ
る
善
へ
の
歩
み
の

み
が
、
人
類
に
と
っ
て
平
和
へ
の
原

動
力
に
な
る
の
で
す
。

　

我
々
は
人
間
の
心
の
奥
底
か
ら
の

願
い
で
あ
る
世
界
平
和
の
構
築
を
目

指
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
」「
人
間

の
内
に
、
具
体
的
な
物
へ
の
執
着
か

ら
離
れ
て
、
創
造
的
な
源
泉
に
結
び

つ
い
て
い
く
精
神
的
源
泉
を
再
建
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
」
と
呼
び
か
け

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ル
ネ
・
ユ
イ
グ

氏
は
争
い
の
根
源
を
指
摘
し
そ
の
根

源
は
人
間
の
心
の
中
に
あ
る
と
、
危

機
の
時
代
と
称
さ
れ
る
今
、
私
た
ち

が
す
る
べ
き
こ
と
は
争
い
で
は
な
く

人
類
の
存
亡
を
も
左
右
し
か
ね
な
い

気
候
変
動
に
立
ち
向
か
う
行
動
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

県
教
育
委
員
会
は
一
昨
年
の

2
0
2
2
年
11
月
14
日
に
「
県
立
高

校
の
在
り
方
に
か
か
る
地
域
協
議
会

（
沼
駿
地
区
沼
津
部
会
）」を
開
催
し
、

こ
れ
ま
で
に
５
回
行
わ
れ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
未
だ
決
ま
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
今
後
県
立
高
校
と
し

て
目
指
す
べ
き
学
校
像
と
し
て
「
私

立
高
校
が
行
わ
な
い
よ
う
な
専
門
的

教
育
の
提
供
」「
沼
津
な
ら
で
は
の
多

様
な
学
び
（
医
療
・
福
祉
・
介
護
・

I
C
T
・
農
業
・
国
際
等
）
の
提
供
」

「
地
域
産
業
と
の
連
携
」
な
ど
と
し
、

今
後
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
「
未

来
を
見
据
え
た
実
学
系
高
校
」
や
「
普

通
科
高
校
の
横
断
的
な
学
び
」
の
具

現
化
を
協
議
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
既
存
の
価
値
観
や
成
功
事

例
で
は
解
決
が
難
し
い
少
子
化
と
い

う
課
題
に
、
本
校
と
し
て
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
の
か
考
え
さ
せ
ら

れ
る
地
域
協
議
会
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
生
徒
た
ち
は
伸
び
伸

び
と
自
分
の
出
来
る
こ
と
を
全
力
で

挑
戦
し
て
お
り
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

同
窓
会
と
し
て
も
出
来
る
こ
と
を
果

た
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
城
北
高
校
へ
の
ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日　　時日　　時　　令和６年７月20日（土）令和６年７月20日（土）
　　　　　　午後１時30分　　　　　　午後１時30分
場　　所場　　所　　沼津城北高校　城北館沼津城北高校　城北館
同窓会総会　午後１時30分～２時同窓会総会　午後１時30分～２時

発　　　行
静岡県立沼津城北高等学校同窓会

編　　　集
同窓会報編集委員会

静岡県立沼津城北高等学校

〒410−0012  沼津市岡一色875
TEL.055−921−0344

E-mail：office@numazujohoku-h.shizuoka-c.ed.jp

　同窓会報発行について、平成31年度から以下のように変更になっております。原
則として、同窓会報の郵送は行いません。ただし、70歳以上の方及び70歳未満の方
で希望される方のみ郵送することといたしております。郵送を希望される方は電話
またはFAXで学校までご連絡をお願いいたします。また、会員様の御逝去により会報
の郵送中止を希望される場合も、学校までご連絡いただきますようお願い申し上げ
ます。

TEL：055－921－0344　　FAX：055－921－4890
　同窓会報は、平成31年４月に開設した沼津城北高校同窓会ホームページに掲載し
てまいります。

URL　http://dosokai.link/numazujohoku-h/
　同窓会の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

校　長
横溝千都生

同窓会長
長田　吉信

現
代
の
課
題
と

�

取
り
組
み

新
し
い
時
代
を

�

生
き
る

同窓会総会御案内同窓会総会御案内
同窓会からのお知らせ同窓会からのお知らせ
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(1)四年制大学
大学名〔国公立〕 人数
山梨大 1
信州大 1
静岡大 1
島根大 1
静岡県立大 2

合　計 6

大学名〔私立〕 人数
東都大 1
神田外語大 1
北里大 1
駒澤大 1
成蹊大 1
専修大 1
帝京大 1
帝京平成大 1
東京造形大 1
東京農大 1
東邦大 1
日本大 7
日本体育大 1
明治大 1
産業能率大 2
東洋大 2
麻布大 1
関東学院大 4

大学名〔私立〕 人数
神奈川大 6
神奈川工科大 2
鶴見大 1
東海大 4
常葉大 19
静岡福祉大 1
東海学園大 1
京都産業大 1

合　計 64

(2)短期大学
大学名〔公立〕 人数
静岡県大短大部 1
静岡県立工科短期大学校 1

合　計 2

大学名〔私立〕 人数
上智大短大部 1
東京交通短 1
山野美容芸術短 1
大妻女大短大部 1
鎌倉女大短大部 1
小田原短 2
湘北短 1
日本大短大部 3
常葉大短大部 2
静岡英和大短大 1

合　計 14

(3)専門学校・各種学校
学校名〔看護〕 人数
湘南平塚看護専 1
静岡県立看護専 2
静岡医療センター附属静岡看護 1
沼津市立看護専 2
富士市立看護専 1

合　計 7

学校名 人数
専・安達文化学園 1
東京バイオテクノロジー専 1
東京ビジュアルアーツ専 1
国際理容美容専 1
ベルエポック美容専 1
町田美容専 1
鎌倉早見美容芸術専 2
横浜fカレッジ専 1
横浜ビューティー＆ブライダル専 2
横浜リゾート＆スポーツ専 2
静岡県東部総合美容専 1
静岡工科自動車大学校 1
静岡デザイン専 1
静岡美容専 1
中央歯科衛生士調理製菓専 5
沼津情報ビジネス専 8
大原公務員医療観光専（沼津） 2
静岡産業技術専 1

学校名 人数
専・ルネサンスアカデミー 3
中日本航空専門学校 1

合　計 37

(4)就職
就職先〔公務員〕 人数
富士山南東消防署 1
陸上自衛隊 1
静岡県警 1

合　計 3

就職先〔企業〕 人数
株式会社山口製作所 1
コイト電工株式会社 1
芝浦機械株式会社 1

合　計 3

進路決定状況
進路 人数
国公立大学 6
私立大学 47
公立短期大学 2
私立短期大学 14
看護専門学校 6
専門学校（一般） 35
就職（公務員） 3
就職（企業） 3
その他（進学準備） 2

合　計 118

松濤祭体育の部　R5.6.16

松濤祭文化の部　R5.6.10

遠足３年生　R6.4.26

学 校 活 動

修学旅行　R5.11.28 ～ 12.1

令和５年度　
３年生進路結果（合格延べ数）報告

修学旅行　R5.11.28 ～ 12.1

遠足２年生　R6.4.26

遠足１年生　R6.4.26

沼津城北・沼津西高校
合同発表会　R6.1.26

入学式 R6.4.5 部活動
（男子バレー部R6インターハイ）

沼津城北・沼津西高校
合同発表会（ポスターセッション）
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＊＊　令和５年度　静岡県立沼津城北高等学校同窓会　一般会計決算書　＊＊ ＊＊ 令和６年度　静岡県立沼津城北高等学校同窓会　一般会計予算書(案) ＊＊
収入総額　1,549,826円　支出総額　497,503円　差引残額　1,052,323円（次年度へ繰越） 収入総額　1,923,000円　　支出総額　1,923,000円　　差引残額　0円

（単位：円） （単位：円）

◎
収
入
の
部

科　　目 予算額（A） 決算額（B） 比較増減額（B-A） 備　　考 ◎
収
入
の
部

科　　目 本年度予算額
（A）

昨年度予算額
（B）

比較増減額
（A-B） 備　　考

会 費 徴 収 856,800 849,600 △ 7,200 会 費 徴 収 871,200 856,800 14,400
会 費 徴 収 856,800 849,600 △ 7,200 @7,200円×118件 会 費 徴 収 871,200 856,800 14,400 @7,200円×121件

事 業 収 入 0 0 0 事 業 収 入 0 0 0
同窓会名簿 0 0 0 同窓会名簿 0 0 0
会報諸収入 0 0 0 会報諸収入 0 0 0
そ　の　他 0 0 0 そ　の　他 0 0 0

雑　収　入 10 264,374 264,364 雑　収　入 7 10 △ 3
受 取 利 息 10 2 △ 8 預金利息 受 取 利 息 7 10 △ 3 預金利息
総会負担金 0 0 0 総会負担金 0 0 0
雑　収　入 0 264,372 264,372 前「HP維持費」残金 雑　収　入 0 0 0

繰　越　金 433,190 435,852 2,662 繰　越　金 1,051,793 433,190 618,603
繰　越　金 433,190 435,852 2,662 前年度繰越金 繰　越　金 1,051,793 433,190 618,603 前年度繰越金

繰　入　金 0 0 0 繰　入　金 0 0 0
繰　入　金 0 0 0 繰　入　金 0 0 0
合　　計 1,290,000 1,549,826 259,826 合　　計 1,923,000 1,290,000 633,000

◎
支
出
の
部

科　　目 予算額 流用増減額 予算現額
（A） 決算額（B） 比較増減額

（A-B） 備　　考 ◎
支
出
の
部

科　　目 本年度予算額
（A）

昨年度予算額
（B）

比較増減額
（A-B） 備　　考

会　務　費 45,000 0 45,000 3,228 41,772 会　務　費 120,000 45,000 75,000
会　議　費 10,000 0 10,000 0 10,000 会　議　費 50,000 10,000 40,000 会議費
事 務 局 費 0 0 0 0 0 事 務 局 費 0 0 0
旅費交通費 0 0 0 0 0 旅費交通費 0 0 0
通　信　費 15,000 0 15,000 3,228 11,772 郵送代 通　信　費 20,000 15,000 5,000 郵送料
慶　弔　費 20,000 0 20,000 0 20,000 慶　弔　費 50,000 20,000 30,000 慶弔費
需　用　費 0 0 0 0 0 需　用　費 0 0 0
備　品　費 0 0 0 0 0 備　品　費 0 0 0
雑　　　費 0 0 0 0 0 雑　　　費 0 0 0

事　業　費 482,000 0 482,000 170,994 311,006 事　業　費 1,040,000 482,000 558,000
総　会　費 10,000 0 10,000 594 9,406 総会用飲料 総　会　費 10,000 10,000 0 総会用飲料
報　償　費 0 0 0 0 0 報　償　費 0 0 0
指導奨励費 250,000 0 250,000 40,000 210,000 部活動東海大会以上助成 指導奨励費 500,000 250,000 250,000 部活動東海大会以上助成
通　信　費 0 0 0 0 0 通　信　費 0 0 0
使　用　料 2,000 0 2,000 0 2,000 使　用　料 2,000 2,000 0 コピー代
消 耗 品 費 120,000 0 120,000 75,520 44,480 証書ホルダー 消 耗 品 費 428,000 120,000 308,000 証書ホルダー等
広　報　費 100,000 0 100,000 54,880 45,120 ホームページ運営費 広　報　費 100,000 100,000 0 ホームページ運営費
記念事業助成費 0 0 0 0 0 記念事業助成費 0 0 0

会報発行費 463,000 0 463,000 323,281 139,719 会報発行費 463,000 463,000 0
会報作成費 458,000 0 458,000 323,281 134,719 会報印刷・発送費 会報作成費 458,000 458,000 0 会報印刷・発送費
通　信　費 5,000 0 5,000 0 5,000 通　信　費 5,000 5,000 0 郵送料
編　集　費 0 0 0 0 0 編　集　費 0 0 0

同窓会名簿費 0 0 0 0 0 同窓会名簿費 0 0 0
同窓会名簿費 0 0 0 0 0 同窓会名簿費 0 0 0

予　備　費 300,000 0 300,000 0 300,000 予　備　費 300,000 300,000 0
予　備　費 300,000 0 300,000 0 300,000 予　備　費 300,000 300,000 0
合　　計 1,290,000 0 1,290,000 497,503 792,497 合　　計 1,923,000 1,290,000 633,000

※科目間の流用を認める。
※前年度中に計画するため、左記決算額と差異が生ずる。積　立　金 ４年度積立金 ５年度利息 ５年度同窓会繰入金 ５年度残金

1,044,451 17 0 1,044,468

■上記のとおり報告します。
　令和６年３月31日 
 令和５年度　静岡県立沼津城北高等学校同窓会一般会計　 
   　 会　長　　長田　吉信

■監査報告
上記の決算について、証拠書類・出納簿を精査したところ、適正かつ正確に処理
されていることを認めます。

　令和６年４月30日 
 令和５年度　静岡県立沼津城北高等学校同窓会一般会計　 
   監　事　　横山　　哲　　深澤　貞博

転　出　者
職　名 氏　名 教科等 転出先等

校 長 髙石　達寿 理 科 退職

副 校 長 鈴木　　香 家 庭 富士宮東高校校長

教 諭 福井　聡太 地歴・公民 松崎高校

教 諭 安竹　俊弥 数 学 富士市立高校

教 諭 河野　　晋 保 健 体 育 吉原工業高校

教 諭 村田　精吾 英 語 浜松湖北高校 佐久間分校

教 諭 土屋　恵嗣 国 語 沼津東高校

主 査 近藤　勝彦 事 務 吉原高校

主 任 植松　茉実 事 務 御殿場特別支援学校 小山分校

講 師（ 非 ） 永井　直美 家 庭 退職

非常勤嘱託員 土屋　雅博 技 能 員 退職

転　入　者
職　名 氏　名 教科等 前任等

校 長 横溝千都生 理 科 御殿場市立南中学校校長

副 校 長 福室　敦之 地歴・公民 裾野高校教頭

教 諭 山田　義行 数 学 富士宮東高校（全）

教 諭 田村　幸司 保 健 体 育 新規採用

教 諭 永井　幸子 英 語 熱海高校

教 諭 藤田　隆敏 国 語 伊豆総合高校

主 任 青木　優騎 事 務 沼津特別支援学校

講 師（ 非 ） 杉浦　邦一 理 科 沼津商業高校

講 師（ 非 ） 永田桃誌美 家 庭

非常勤嘱託員 諏訪部孝志 技 能 員

令和５年度末　教職員人事異動
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令和５年度の部活動状況  

インターハイ等
（地区大会・県大会）結果 新人戦・秋季大会等結果 その他の大会 等

1 陸 上 競 技 部
３年　佐藤岬　やり投げ11位
３年　佐々木翔怜　ハンマー投げ13位
【県大会出場】

2 野 球 部 １回戦　４－11 榛原　敗退 １回戦　２－15 飛龍 第37回三村杯
１回戦　７－８ 御殿場

3 サ ッ カ ー 部

東部地区予選リーグ
０－１御殿場
０－３沼津商業
０－０知徳

選手権１回戦　０－１吉原工業　 東部ユースDリーグ
第３位　Cリーグ昇格

4

男 子
バ レ ー
ボ ー ル 部

東部地区５位【県大会ベスト16】 新人戦東部地区優勝【県大会ベスト16】

5

男 子
バ ス ケ ッ ト
ボ ー ル 部

東部地区予選リーグ
83－69 小山
95－103 桐陽
56－79 誠恵

ウィンターカップ県予選
１回戦　39－129 浜松湖北

6

女 子
バ ス ケ ッ ト
ボ ー ル 部

東部地区予選リーグ
71－58 富士宮北
64－51 富岳館
95－22 星陵
東部地区決勝トーナメント
１回戦　69－60 富士宮西
２回戦　55－149 沼津商業

ウィンターカップ県予選
１回戦　50－70 常葉大橘

7 レスリング部

【全国総体】
女子57kg級　３年　土屋沙和　５位
【東海大会】
男子55kg級　３年　郡山征煌　出場

【国民体育大会】
女子　　　 ３年　土屋沙和　出場
【全国選抜大会】
男子55kg　３年　郡山煌命　出場

8 卓 球 部 東部地区　個人戦　出場
東部地区　団体戦　出場

新人戦団体　東部地区　11位
【団体戦　県大会出場】

9
テ ニ ス 部
（ 男 子 ）

東部地区　個人戦　出場
　　　　　団体戦　県大会出場

10
テ ニ ス 部
（ 女 子 ）

東部地区　個人戦　出場
　　　　　団体戦　県大会出場

新人戦東部地区　個人
２年　土屋心那　20位
２年　大胡田渚　21位
【個人県大会出場】
新人戦東部地区　ダブルス
２年　大胡田・土屋　14位
２年　永瀬・山本
【ダブルス県大会出場】

11 弓 道 部 東部地区　団体戦　第６位 女子団体　３位

12 吹 奏 楽 部 夏のコンクール　東部地区出場 アンサンブルコンテスト　東部地区出場

13 芸 術 部

東部地区高文祭　書道部門　入選１名
東部地区高文祭東部　美術・工芸部門
　　　　　　　　　　入選６名・特選１名
　　　　　　　　　　　【県高文連出場】

14
情 報
メ デ ィ ア 部

東部地区高文連　写真の部　入選１名
県高文祭　郷土研究部門　優秀賞
　　　　　　　　　   【全国高文連出場】

15 家 庭 部 門池地区夏の寺子屋　
ボランティア活動参加

16
囲 碁 ・
将 棋 部

東部地区　個人戦　出場
東部地区　団体戦　出場


